
 

 

臨床研究の公開情報 

豊橋市民病院では、下記の臨床研究を実施いたします。 

この研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」により、対象となる患者さ

ん（もしくは代理人）から直接同意をいただく代わりに、研究内容の情報を公開することが必要とされております。 

●試料・情報の利用目的及び利用方法 

［試験名］ 

JALSG参加施設において新規に発症した全 AML､全 MDS､全 CMML症例に対して施行された治療方法と

患者側因子が 5年生存率に及ぼす影響を検討する観察研究（前向き臨床観察研究） 

［研究の目的］ 

JALSG参加施設における急性骨髄性白血病（Acute myeloid leukemia, AML）、骨髄異形成症候群

（Myelodysplastic syndrome, MDS）、慢性骨髄単球性白血病（Chronic myelomonocytic 

leukemia, CMML）の 5年生存率を明らかにし、用いられた治療内容と合併症が生存率に及ぼす影響につ

いて検討を行う。 

［対象となる方］ 

新たに診断された 16歳以上で未治療の全ての急性骨髄性白血病（AML）、骨髄異形成症候群

（MDS）、慢性骨髄単球性白血病（CMML）患者さん 

［実施期間］ 

当院承認日（2017年 10月 11日）  から  2028年 2月 28日  まで 

●研究に利用する情報の項目 

イニシャル、生年月日、年齢、性別、診断病名、診断日、診断時採血検査データ、骨髄検査データ、診断時

染色体データ、治療開始前併存症、治療方法、同種造血幹細胞移植に関するデータ、治療効果、予後、再

発の有無など 

●利用する者の範囲 

豊橋市民病院 血液・腫瘍内科 スタッフ一同 

東北大学病院 血液内科 横山 寿行 

●試料・情報の管理 

［研究責任者］ 

東北大学病院 血液内科 横山 寿行 

豊橋市民病院 血液・腫瘍内科 部長 倉橋信悟 

［個人情報管理者］ 

豊橋市民病院 血液・腫瘍内科 副部長 井本 直人 

［管理方法］ 

提供方法  □記録媒体  ■インターネット  □郵送  □その他 (  ) 

対応表の管理  ■院内グループウェア血液・腫瘍内科フォルダ内  ☐電子カルテ内 

情報の研究への利用は、本人もしくは代理人の請求によりいつでも拒否することができます。担当医もしくは下記窓口までお

申し出ください。ただし、既に公表された研究成果につきましては、削除することが困難な場合があります。 

＜豊橋市民病院の相談窓口＞  ＜研究責任施設の相談窓口＞ 

豊橋市民病院 臨床研究管理室 

（または 血液・腫瘍内科 倉橋 信悟） 

〒441-8570豊橋市青竹町字八間西 50番地 

TEL 0532-33-6111（代表） 

 東北大学病院 血液内科 

横山 寿行 

〒980-8574 仙台市青葉区星陵町 1-1 

TEL 022-717-7000 

豊橋市民病院 血液・腫瘍内科 


